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1.　緒　　　　言

一般に機械構造部材に発生する応力は，外力からの外部
応力と部材自体が製造過程，運用過程中に発生して閉じ込
められた内部応力がある．一般的にはこの内部応力のこと
を残留応力と呼ぶ．材料力学的には，これら内外部応力を
加算した応力値で評価される．物体内部に発生する残留応
力は複雑な分布になっている場合が多く，的確に評価さ
れることが要求される．残留応力の存在で，① 部材の変
形 ② 応力腐食割れ ( SCC ) ③ 遅れ破壊 ④ 疲労寿命低下 

⑤ クリープ寿命低下，など種々の損傷要因となる場合が
ある．
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